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1. はじめに 
 
「光源氏」とは『源氏物語』という平安中期に成立した架空の物語の登場人物の名で
あり、もちろん実在した人物ではない。したがって題目の「光源氏が見た風景」とは
「作者の紫式部が源氏物語の中で光源氏に見せた風景」と言い換えられる。副題にあ
る「北山・須磨・明石・住吉」とは、光源氏がこの物語の中で訪れ、彼の人生に大きな
影響を与えた場所である。その中でも「北山」は京都の北の山々を漠然と指しており、
場所を特定することは難しい。「須磨・明石・住吉」については、それぞれ順に現在の
神戸市須磨区の海岸付近、明石市の淡路島と対した海岸付近、大阪市住吉区の住吉神
社のあたりを指している。 
光源氏はその生涯の多くの時を京の都で過ごしたが、最愛の妻である紫の上と出会
ったのは「北山」であり、光源氏の娘（後の明石中宮）を産んだ明石の君と出会ったの
は「明石」である。光源氏は「北山」へ行くことを決めた時、瘧病
わらわやみ
に苦しんでおり（若
紫巻）、「明石」へ行くことを決めた時、住んでいた「須磨」を襲った暴風雨に疲弊して
いた（明石巻）。瘧病の苦しみから救われたいが故に訪れた「北山」で出会ったのが、
後に光源氏の妻となる少女（紫の上）であり、京の都から「須磨」へと退去後に暴風雨
に遭い、命が危険にさらされている中で決断をして「明石」に行った後、妻となったの
が明石の入道の娘（明石の君）なのである。光源氏の妻には葵の上、花散里、女三の宮
などの登場人物がいるが、最初の妻の葵の上は夕霧を出産後死去し（葵巻）、花散里は
葵の上死後の夕霧の母親役としての側面が強く、年若い女三の宮は柏木と密通後、尼
となっている。光源氏にとって紫の上と明石の君という存在は妻として特別な重みを
持っており、この二人の女性との出会いが京の都を離れた「北山」、そして「明石」に
設定されているのは興味深い。 
 京の都で生まれ、その中で活躍するべき貴族である光源氏が「北山・須磨・明石・住
吉」という地になぜ行ったのか、またその地を訪れることが、彼の人生においてどのよ
うな意義を持つこととして描かれているのかについて考えてみたい。また、光源氏が
一時、居を定めて住むこととなった「須磨・明石」については、この物語は架空の物語
でありながら熱心な読者を得て、現代でも文学遺跡ともいうべきものが残されている
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ので、その点についても述べてみたい。 
 
2. 北山 
 
 光源氏が「北山」を訪れたのは瘧病（わらわやみ）の治療をするためである。「北山」
の「なにがし寺」に法力のある修行者（「聖」）がいるという噂を聞き、親しい供人とと
もに明け方に出かけている。季節は旧暦３月末日で、京の都の桜がその盛りを過ぎて
はいても、「北山」の桜は満開で、光源氏は慣れぬ外出に心を動かされている。岩窟の
中で修行する年老いた「聖」に会い、瘧病の治療のための加持などを受けた光源氏は、
山の上から京の都を見渡す。その時、光源氏が感じたことは「絵にいとよくも似たるか
な 1)」（若紫巻、185 頁）という思いであり、実際に見た風景を「絵」という観点から
とらえている。側に居て同じ風景を眺めていた供人は「これは、いと浅くはべり。人の
国などにはべる海、山のありさまなどを御覧ぜさせてはべらば、いかに、御絵いみじう
まさらせたまはむ。富士の山、なにがしの嶽」（同）と、「富士山」などの地方にある
雄大な海や山の風景を実際に見れば、光源氏が「絵」を描くことは素晴らしく上達する
であろうと言っている。また別の供人は「播磨の明石の浦」が格別であると言い、播磨
国の前国守である明石の入道とその娘（後の明石の君）についての噂話をし、光源氏は
その娘に関心を寄せている。 
 夕暮れになって、光源氏は「小柴垣
こ し ば が き
」のもとで垣間見をし、尼と女房のいる中に、十
歳ぐらいのかわいらしい少女（後の紫の上）の姿を見出す。顔は泣きはらして真っ赤
で、「雀の子を犬君が逃がしつる。･･･」（若紫巻、190 頁）と残念そうに言う。この少
女は母との死別後、祖母の尼君に育てられており、尼君は病気療養のために、山籠もり
をする兄の僧都を頼って、一時、「北山」に来ていた。その時に偶然にも光源氏はこの
少女の姿を垣間見、その声を聞いたのである。光源氏はこの少女が藤壺とよく似てい
ることに気づき、この少女を引き取りたいという思いを強くする。夜になって、僧都か
らこの少女の素性を聞き出し、藤壺の姪にあたることを知った光源氏は、尼君とも直
接話をするが、少女の幼さを理由に光源氏の引き取りたいという申し出は、容易には
受け入れられない。 
光源氏は法華懺法の声や滝の音を聞いて夜を明かす。明けてゆく空はたいそう霞ん
でおり、山鳥がさえずり、木や草の花が色とりどりに散りまじり、錦を敷いたかと見え
る所に、鹿が立ち止まったり歩いたりしている。それを光源氏は「めづらしく見たまふ
に、悩ましさも紛れ果てぬ」（若紫巻、202 頁）というように、京の都では見ることの
できない、山鳥や草木の花や鹿などが息づく朝の風景を見ることによって、瘧病が癒
えているのである。 
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3. 須磨 
 
 光源氏が自ら「須磨」に退去したのは、朧月夜内侍との逢瀬を右大臣に見咎められ、
弘徽殿女御の怒りをかったことから、右大臣側から無実の罪に陥れられるのを恐れた
ことなどによる。その当時、「須磨」はほとんど人が住まず、塩を焼く海人が住み、中
納言、在原行平が過去に蟄居したとされる所だというイメージを持つ地であった。ま
た、住吉の神の支配する地であり、畿内である摂津国の最も端に位置する地でもあっ
た。光源氏は紫の上を京の二条院に残し、数少ない供人と「須磨」に暮らすことを決め
て旧暦 3 月20 日
は つ か
あまりに出立する。持ち物は簡素で、『白氏文集』などの詩文集や琴
（きん）などであった。 
 「須磨」での光源氏の住まいは「行平の中納言の、「藻塩垂れつつ」わびける家居近
きわたりなりけり。海づらはやや入りて、あはれにすごげなる山中なり」（須磨巻、226
頁）より、文徳天皇の御代に在原行平（818～893 年在世）が蟄居したとされる所の近
くで、海辺からやや奥の山の中と設定されている。傍線部は『古今集』（巻 18 雑歌下、
962 番）の在原行平の歌「わくらばに問ふ人あらば須磨の浦に藻塩垂れつつわぶと答へ
よ 2)」の「藻塩垂れつつわぶ」をふまえている。かつて在原行平が「須磨の浦」で詠ん
だ歌の一節を引用して、源氏物語では光源氏の住む場所の表現に用いているのである。 
 秋を迎えた「須磨」の描写は、古来名文とされる次の文章から始まる。「須磨には、
いとど心尽くしの秋風に、海はすこし遠けれど、行平中納言の、「関吹き越ゆる」と言
ひけむ浦波、夜々はげにいと近く聞こえて、またなくあはれなるものは、かかる所の秋
なりけり」（須磨巻、236～237 頁）。先述した光源氏の住まいについての表現と同じ
く、この文章の傍線部にも在原行平の歌、「旅人は袂涼しくなりにけり関吹き越ゆる須
磨の浦風」（『続古今集』巻 10 羈旅歌、868 番）が引用されている。かつて在原行平が
須磨の浦を吹く風を「関吹き越ゆる」と歌に詠んだことを踏まえて、源氏物語では「「関
吹き越ゆる」と言ひけむ浦波」と表現している。そして秋の夜には「いと近く」（波線
部）に聞こえてくると表現された浦波は、深夜に独り目を覚まして、波の音を聞く光源
氏の立場から次のように描かれる。 
 
 御前にいと人少なにて、うち休みわたれるに、一人目を覚まして、枕をそばだてて
四方の嵐を聞きたまふに、波ただここもとに立ちくる心地して、涙落つともおぼ
えぬに、枕浮くばかりになりにけり。琴
きん
をすこしかき鳴らしたまへるが、我ながら
いとすごう聞こゆれば、弾きさしたまひて、 
    （光源氏）「恋ひわびて泣く音にまがふ浦波は思ふ方より風や吹くらむ」 
  と歌ひたまへるに、人びとおどろきて、めでたうおぼゆるに、忍ばれで、あいな
う起きゐつつ、鼻を忍びやかにかみわたす。        （須磨巻、237 頁） 
ので、その点についても述べてみたい。 
 
2. 北山 
 
 光源氏が「北山」を訪れたのは瘧病（わらわやみ）の治療をするためである。「北山」
の「なにがし寺」に法力のある修行者（「聖」）がいるという噂を聞き、親しい供人とと
もに明け方に出かけている。季節は旧暦３月末日で、京の都の桜がその盛りを過ぎて
はいても、「北山」の桜は満開で、光源氏は慣れぬ外出に心を動かされている。岩窟の
中で修行する年老いた「聖」に会い、瘧病の治療のための加持などを受けた光源氏は、
山の上から京の都を見渡す。その時、光源氏が感じたことは「絵にいとよくも似たるか
な 1)」（若紫巻、185 頁）という思いであり、実際に見た風景を「絵」という観点から
とらえている。側に居て同じ風景を眺めていた供人は「これは、いと浅くはべり。人の
国などにはべる海、山のありさまなどを御覧ぜさせてはべらば、いかに、御絵いみじう
まさらせたまはむ。富士の山、なにがしの嶽」（同）と、「富士山」などの地方にある
雄大な海や山の風景を実際に見れば、光源氏が「絵」を描くことは素晴らしく上達する
であろうと言っている。また別の供人は「播磨の明石の浦」が格別であると言い、播磨
国の前国守である明石の入道とその娘（後の明石の君）についての噂話をし、光源氏は
その娘に関心を寄せている。 
 夕暮れになって、光源氏は「小柴垣
こ し ば が き
」のもとで垣間見をし、尼と女房のいる中に、十
歳ぐらいのかわいらしい少女（後の紫の上）の姿を見出す。顔は泣きはらして真っ赤
で、「雀の子を犬君が逃がしつる。･･･」（若紫巻、190 頁）と残念そうに言う。この少
女は母との死別後、祖母の尼君に育てられており、尼君は病気療養のために、山籠もり
をする兄の僧都を頼って、一時、「北山」に来ていた。その時に偶然にも光源氏はこの
少女の姿を垣間見、その声を聞いたのである。光源氏はこの少女が藤壺とよく似てい
ることに気づき、この少女を引き取りたいという思いを強くする。夜になって、僧都か
らこの少女の素性を聞き出し、藤壺の姪にあたることを知った光源氏は、尼君とも直
接話をするが、少女の幼さを理由に光源氏の引き取りたいという申し出は、容易には
受け入れられない。 
光源氏は法華懺法の声や滝の音を聞いて夜を明かす。明けてゆく空はたいそう霞ん
でおり、山鳥がさえずり、木や草の花が色とりどりに散りまじり、錦を敷いたかと見え
る所に、鹿が立ち止まったり歩いたりしている。それを光源氏は「めづらしく見たまふ
に、悩ましさも紛れ果てぬ」（若紫巻、202 頁）というように、京の都では見ることの
できない、山鳥や草木の花や鹿などが息づく朝の風景を見ることによって、瘧病が癒
えているのである。 
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ここで光源氏は四方から吹く強い風の音を聞き、波が「ただここもとに立ちくる心地
して」（傍線部）と、すぐ側にまで寄せてきているように感じ、自分が涙を流している
という自覚がないままに、「枕浮くばかり」と泣いていることに気づいている。そして
琴（きん）の琴を少しかき鳴らすものの、弾きさして、「恋ひわびて泣く音にまがふ浦
波は思ふ方より風や吹くらむ」という歌を歌う。この歌で光源氏は、須磨の浦波の音と
自分が泣く声とが混じり合い、波音と泣き声が聞き分けられず、泣き声を波音だと聞
いていたとし、その理由は波音を立てることとなった風のせいであると歌う。この歌
にある「波が音を立てるのは、風が吹くからだ」という発想は、『古今集』の「住の江
の松を秋風吹くからに声うちそふる沖つ白波」（巻 7、賀歌、秋、360 番）に認められ
る3)。この歌では「住の江の松」に秋風が吹くことによって、沖の白波が「声」を立て
ると詠まれている。それが「住の江の松」ではなく、須磨の「関」に秋風が吹くことで
「須磨の浦波」が「声」を立てるとして詠まれた歌に、壬生
み ぶ の
忠
ただ
見
み
の「秋風の関吹き越ゆ
るたびごとに声うちそふる須磨の浦波」（『新古今集』巻 17、雑歌中、天暦御時屏風歌、
1599 番）がある。源氏物語のこの「恋ひわびて･･･」の歌は、「秋風」によって波が音
を立て、その音を「声」と表現する和歌の手法を用い、さらに「声」を「泣く音」へと
展開している。また、光源氏自らの「泣く音」と浦波の音が「まがふ」ように聞こえる
のは、その波を立てる原因となる風が、ただの風ではなく、「思ふ方」から吹いてくる風、
すなわち光源氏が思う人々が住む都の方から吹いてくるためだと理由付けしている。 
この光源氏の歌は須磨に蟄居した在原行平の前掲古今集の歌、「わくらばに問ふ人
あらば須磨の浦に藻塩垂れつつわぶと答へよ」とは詠みぶりが異なっている。この歌
では自分の安否を聞いてくれる人のことを、「わくらばに問ふ人」（たまたま聞いてく
れる人）とやや突き放した表現をとり、須磨の浦でわび暮らしをしていると自分のつ
らさを前面に出しているが、光源氏のこの歌では聞こえてくる波の音までも都の人々
との関わりでとらえており、会うことのできない都に住む人々を常に深く思う心があ
るゆえに詠むことのできた内容となっている。 
 光源氏は「須磨」で春・夏・秋・冬を過ごすことで、「磯のたたずまひ」（須磨巻、238
頁）を見て絵を描き、海や遠くに見える舟のさま、空を飛ぶ雁の列、十五夜の月、冬の
夜の室内に差し込む月光など、京の都では目にすることのできない風景を見る機会を
得ている。京の都では海や山の風景は「人びとの語り聞こえし」（須磨巻、238 頁）と
供人の話を聞き、「遥かに思しやりし」（同）と想像することしかできなかったが、「須
磨」に住むことによって、その様子を光源氏が自らの目で見ることが可能になってい
る。そして聞いただけでは想像も及ばない「磯のたたずまひ」について、絵を「二なく
描き集めたまへり」（同）と、他に追随を許さないほど巧みに数多く描くという境地に
まで達している 4)。ここに「北山」でかつて供人が「地方にある雄大な海や山の風景を
実際に見れば、光源氏の「絵」は素晴らしく上達するであろう」（前章参照）と言った
ことが、年を経て「須磨」で実現されていることがわかる。 
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4. 明石 
 
「須磨」で光源氏が暮らし始めてから、ほぼ一年が経とうとしていた旧暦３月上旬、
暴風雨が続き、高潮や雷によって疲弊した光源氏はうとうとした時に亡き父桐壺院の
夢を見る。その中で父院は、「住吉の神」の導きのままに、舟で「須磨」の浦から立ち
去るようにと言う。翌朝、明石の入道が舟で光源氏を「須磨」に迎えに来て、「明石」
へと伴う。明石の入道もまた自らが見た「住吉の神」の夢のお告げを信じて行動してい
る。光源氏は畿内（朝廷の支配地域）の端にある「須磨」から、播磨の国という畿外（朝
廷の支配地域の外部）の地である「明石」へと移ったこととなる。この地にある明石の
入道の居館は、「北山」で良清という供人から聞いたとおり、四季折々の風情が楽しめ
る海辺の家や念仏三昧を行うための堂や豊かな余生を送るための稲を納める倉などが
あり、都に劣らず豪奢であった。明石の入道の娘はこれらの居館のある浜ではなく、岡
のあたりの家に住んでいた。 
旧暦４月の夕方、「明石」の浜辺の館で、光源氏は「のどやかなる夕月夜に、海の上
くもりなく見えわたれる」（明石巻、274 頁）さまを見て、その風景がまるで京の自邸
（二条院）の池のように見えると、ふと思う。すると言いようもなくつのっていた恋し
くつらい気持ちが雲散霧消し、「あはと見る淡路の島のあはれさへ残るくまなく澄める
夜の月」（同）という歌を詠み、久しく手を触れることがなかった琴（きん）を袋から
取り出し、かき鳴らす。その後は明石の入道が琵琶を弾き、光源氏が箏の琴を弾き、二
人は音楽談を交わし、いつしか明石の入道の娘の話となる。そして光源氏と明石の入
道の娘はその時の話がきっかけとなって結ばれるという展開をとっている。 
この二人の結婚は、身分差や光源氏の都から退去したという事情など、多くの困難
が予想されたが、光源氏が「明石」の浜辺の館で夕月夜の風景を見て、歌を詠み、琴を
かき鳴らすということを境に実現への途を進むこととなる。京の都からやむなく退去
し、「須磨」でわびしい暮らしを一年近く続け、旧暦３月の暴風雨で疲弊した光源氏の
心が、この「明石」での夕月夜、海がくもりなく見わたされる風景によって癒やされ、
光源氏を新たな相手との恋に向かわせることとなる。 
瘧病に苦しんだ光源氏が癒やされたのは「北山」の朝の風景であったが、長期間にわ
たる光源氏の心の閉塞状態を解き放ったのはこの「明石」の夕方の月と海の風景であ
った。そしてこの海の風景もまた、かつて「北山」で良清という供人が「明石の浦の風
景は格別で、ただ海の面
おもて
を見わたした時にその場所が特別であることがわかる」（若紫
巻、186 頁）という内容を語ったことと関連している。「北山」での良清の言葉を伏線
として、作者の紫式部は、光源氏が「明石」へ行き、その海のさまを自分の目で見て、
心にわだかまった苦しみを解き、心が癒やされるということを描こうとしていたので
あろう。 
 
ここで光源氏は四方から吹く強い風の音を聞き、波が「ただここもとに立ちくる心地
して」（傍線部）と、すぐ側にまで寄せてきているように感じ、自分が涙を流している
という自覚がないままに、「枕浮くばかり」と泣いていることに気づいている。そして
琴（きん）の琴を少しかき鳴らすものの、弾きさして、「恋ひわびて泣く音にまがふ浦
波は思ふ方より風や吹くらむ」という歌を歌う。この歌で光源氏は、須磨の浦波の音と
自分が泣く声とが混じり合い、波音と泣き声が聞き分けられず、泣き声を波音だと聞
いていたとし、その理由は波音を立てることとなった風のせいであると歌う。この歌
にある「波が音を立てるのは、風が吹くからだ」という発想は、『古今集』の「住の江
の松を秋風吹くからに声うちそふる沖つ白波」（巻 7、賀歌、秋、360 番）に認められ
る3)。この歌では「住の江の松」に秋風が吹くことによって、沖の白波が「声」を立て
ると詠まれている。それが「住の江の松」ではなく、須磨の「関」に秋風が吹くことで
「須磨の浦波」が「声」を立てるとして詠まれた歌に、壬生
み ぶ の
忠
ただ
見
み
の「秋風の関吹き越ゆ
るたびごとに声うちそふる須磨の浦波」（『新古今集』巻 17、雑歌中、天暦御時屏風歌、
1599 番）がある。源氏物語のこの「恋ひわびて･･･」の歌は、「秋風」によって波が音
を立て、その音を「声」と表現する和歌の手法を用い、さらに「声」を「泣く音」へと
展開している。また、光源氏自らの「泣く音」と浦波の音が「まがふ」ように聞こえる
のは、その波を立てる原因となる風が、ただの風ではなく、「思ふ方」から吹いてくる風、
すなわち光源氏が思う人々が住む都の方から吹いてくるためだと理由付けしている。 
この光源氏の歌は須磨に蟄居した在原行平の前掲古今集の歌、「わくらばに問ふ人
あらば須磨の浦に藻塩垂れつつわぶと答へよ」とは詠みぶりが異なっている。この歌
では自分の安否を聞いてくれる人のことを、「わくらばに問ふ人」（たまたま聞いてく
れる人）とやや突き放した表現をとり、須磨の浦でわび暮らしをしていると自分のつ
らさを前面に出しているが、光源氏のこの歌では聞こえてくる波の音までも都の人々
との関わりでとらえており、会うことのできない都に住む人々を常に深く思う心があ
るゆえに詠むことのできた内容となっている。 
 光源氏は「須磨」で春・夏・秋・冬を過ごすことで、「磯のたたずまひ」（須磨巻、238
頁）を見て絵を描き、海や遠くに見える舟のさま、空を飛ぶ雁の列、十五夜の月、冬の
夜の室内に差し込む月光など、京の都では目にすることのできない風景を見る機会を
得ている。京の都では海や山の風景は「人びとの語り聞こえし」（須磨巻、238 頁）と
供人の話を聞き、「遥かに思しやりし」（同）と想像することしかできなかったが、「須
磨」に住むことによって、その様子を光源氏が自らの目で見ることが可能になってい
る。そして聞いただけでは想像も及ばない「磯のたたずまひ」について、絵を「二なく
描き集めたまへり」（同）と、他に追随を許さないほど巧みに数多く描くという境地に
まで達している 4)。ここに「北山」でかつて供人が「地方にある雄大な海や山の風景を
実際に見れば、光源氏の「絵」は素晴らしく上達するであろう」（前章参照）と言った
ことが、年を経て「須磨」で実現されていることがわかる。 
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5. 住吉 
 
住吉の神は、光源氏が「須磨」で暴風雨に遭い、強い風のために高潮に襲われそうに
なった時に、光源氏が助けを求めた神であった。光源氏は色々の「幣帛
みてぐら
」をささげて、
「住吉の神、近き境をしづめ守りたまふ。まことに迹
あと
を垂れたまふ神ならば、助けたま
へ」（明石巻、261～262 頁）と「多くの大願」を立て、その後、風がおさまっている。
この風が吹き続けたならば、高潮によって命を奪われる、その寸前に住吉の神の御加
護により、光源氏は助かったのである。さらに、前章でも述べたように、夢の中で亡き
父桐壺院は、住吉の神の導きのままに、舟で「須磨」の浦から立ち去るようにと言って
いる。また、光源氏を迎えに来た明石の入道が信じた夢のお告げも、住吉の神によるも
のであった。光源氏は明石の入道の迎えを「神の助け」（明石巻、268 頁）ととらえ、
亡き父の言葉を「父帝の御教へ」（同）と考えることによって、「明石」へ移ることに同
意している。 
光源氏を「明石」に迎え得た明石の入道は、そのお礼の気持ちとして、まず住吉の神
を拝む。明石の入道には娘がおり、この娘を高貴な人と結婚させたいと願い、年に二
度、住吉神社に娘を参詣させていた。また、以前から「須磨」に退去した光源氏と娘と
を縁づけたいと明石の入道は考えていた。入道はそのことを光源氏に打ち明けるもの
の、すぐには源氏の同意を得られない。光源氏が明石の入道の娘のもとに通うことを
考えるようになるのは、前章で述べたように「明石」の浜辺の館で月と海のさまを見て
からである。 
 明石の入道の娘と光源氏が結ばれた後、光源氏に都への召還の宣旨が下る。「明石」
から帰京する光源氏は、途中の「難波」でお祓いをするものの、諸般の事情から「住吉」
には詣でることができない。そこで、いろいろと願を立てたお礼に改めて参詣する旨
を使いに報告させ、翌年の秋に盛大なお礼参りを果たしている（澪標巻、32～36 頁）。
光源氏が住吉の神に立てた願とは、先述した「須磨」で暴風雨に遭い、身の危険を実感
した時に立てた「多くの大願」（明石巻、262 頁）のことである。 
住吉の神の御加護があってこそ、光源氏は「須磨」での暴風雨と高潮から逃れて命を
救われ、明石の入道は舟で光源氏を迎えに行き、彼と娘との結婚を実現させている。そ
の後、都に召還され、官職も復活できた光源氏は住吉の神へ、盛大なお礼参りをするこ
とで感謝の意を表している。光源氏と明石の入道一族とは住吉の神によって結ばれて
おり、その住吉の神の加護が及んでいる「須磨」を光源氏が都からの退去の場として選
び、「明石」へと移ったことは意義深い。 
 
6. 『源氏物語』がもたらした文学遺跡 
 
源氏物語の中で、光源氏は「須磨」に居を定め、その後、「明石」では明石の入道の
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浜辺の館に身を寄せている。その描写が優れており、源氏物語が尊重されたことから
か、現在の「須磨」や「明石」に、光源氏が住んだという伝承のある場所がある。架空
の物語の登場人物が住んだという事実はあり得ないようだが、このような伝承が今な
お残っているということを無視してはならないであろう。神戸市須磨区須磨寺町にあ
る「現光寺」（げんこうじ）は「源光寺」（げんこうじ）・「源氏寺」（げんじでら）とも
呼ばれ、ここを光源氏の住居跡とする言い伝えがある。 
また、明石市大観町にある「善楽寺」は明石の入道の浜辺の館の跡とみなされ、境内
には「明石の入道の碑」や「浜の松の碑」が建立されている。「善楽寺」に隣接した「無
量光寺」は光源氏の「明石」での住居跡とされ、光源氏が月見をしたという言い伝えに
より、「光源氏の月見寺」と呼ばれている。 
光源氏の住居跡という伝承ではないが、須磨区関守町には「関守稲荷神社」（せきも
りいなりじんじゃ）があり、源氏物語に想を得たと思われる歌が刻まれた石碑がある。
源兼昌（平安時代後期の歌人、生没年未詳）の「淡路島かよふ千鳥の鳴く声にいく夜寝
ざめぬ須磨の関守」（『金葉集』巻 4、冬部、関路千鳥といへることをよめる、270 番）
という『百人一首』で有名な歌の石碑、藤原俊成（1114（永久 2）年～1204（元久 1）
年在世）の「聞きわたる関の中にも須磨の関名をとどめける波の音かな」（『俊成五社百
首』春日社百首和歌、雑二十首、関、289 番）という歌の石碑、藤原定家（1162（応保
2）～1241（仁治 2）年在世）の「桜花たが世の若木ふりはてて須磨の関屋の跡うづむ
らん」（『拾遺愚草』中、仁和寺宮五十首、春十二首、関花、2017 番）という歌の石碑
である。源兼昌の歌に見える「千鳥の鳴く声」、藤原俊成の歌に見える「波の音」、藤原
定家の歌に見える「若木」の桜はいずれも源氏物語の須磨巻における重要な表現であ
る。源兼昌・藤原俊成・藤原定家が須磨の関に寄せて詠んだこれらの歌が、須磨の関が
あった場所としての伝承を持つ「関守稲荷神社」に石碑として残されていることに、ひ
とつの文化の営みが感じられる。 
 
7. おわりに 
 
源氏物語の中で光源氏が訪れた地である「北山・須磨・明石・住吉」について、若紫
巻・須磨巻・明石巻を中心に考察してきた。光源氏は「北山」には瘧病の治療のため、
「須磨」へは京の都から距離を置き、退去するため、「明石」へは暴風雨や高潮から逃
れ、「住吉」の神の助けを信じたために行っている。そして「住吉」については、都に
召還された後に、お礼参りのために訪れている。 
光源氏は瘧病に苦しんだ末に「北山」で朝の風景を目にして病が癒え、その後に少女
（紫の上）を自邸に迎えている。また「須磨」では暴風雨・高潮から逃れ、「明石」で
夕方の月と海との風景を目にして心癒やされてから、明石の入道の娘（明石の君）のも
とに通っている。これは苦しめられた心身を「北山」の朝の風景や「明石」の浜辺の館
5. 住吉 
 
住吉の神は、光源氏が「須磨」で暴風雨に遭い、強い風のために高潮に襲われそうに
なった時に、光源氏が助けを求めた神であった。光源氏は色々の「幣帛
みてぐら
」をささげて、
「住吉の神、近き境をしづめ守りたまふ。まことに迹
あと
を垂れたまふ神ならば、助けたま
へ」（明石巻、261～262 頁）と「多くの大願」を立て、その後、風がおさまっている。
この風が吹き続けたならば、高潮によって命を奪われる、その寸前に住吉の神の御加
護により、光源氏は助かったのである。さらに、前章でも述べたように、夢の中で亡き
父桐壺院は、住吉の神の導きのままに、舟で「須磨」の浦から立ち去るようにと言って
いる。また、光源氏を迎えに来た明石の入道が信じた夢のお告げも、住吉の神によるも
のであった。光源氏は明石の入道の迎えを「神の助け」（明石巻、268 頁）ととらえ、
亡き父の言葉を「父帝の御教へ」（同）と考えることによって、「明石」へ移ることに同
意している。 
光源氏を「明石」に迎え得た明石の入道は、そのお礼の気持ちとして、まず住吉の神
を拝む。明石の入道には娘がおり、この娘を高貴な人と結婚させたいと願い、年に二
度、住吉神社に娘を参詣させていた。また、以前から「須磨」に退去した光源氏と娘と
を縁づけたいと明石の入道は考えていた。入道はそのことを光源氏に打ち明けるもの
の、すぐには源氏の同意を得られない。光源氏が明石の入道の娘のもとに通うことを
考えるようになるのは、前章で述べたように「明石」の浜辺の館で月と海のさまを見て
からである。 
 明石の入道の娘と光源氏が結ばれた後、光源氏に都への召還の宣旨が下る。「明石」
から帰京する光源氏は、途中の「難波」でお祓いをするものの、諸般の事情から「住吉」
には詣でることができない。そこで、いろいろと願を立てたお礼に改めて参詣する旨
を使いに報告させ、翌年の秋に盛大なお礼参りを果たしている（澪標巻、32～36 頁）。
光源氏が住吉の神に立てた願とは、先述した「須磨」で暴風雨に遭い、身の危険を実感
した時に立てた「多くの大願」（明石巻、262 頁）のことである。 
住吉の神の御加護があってこそ、光源氏は「須磨」での暴風雨と高潮から逃れて命を
救われ、明石の入道は舟で光源氏を迎えに行き、彼と娘との結婚を実現させている。そ
の後、都に召還され、官職も復活できた光源氏は住吉の神へ、盛大なお礼参りをするこ
とで感謝の意を表している。光源氏と明石の入道一族とは住吉の神によって結ばれて
おり、その住吉の神の加護が及んでいる「須磨」を光源氏が都からの退去の場として選
び、「明石」へと移ったことは意義深い。 
 
6. 『源氏物語』がもたらした文学遺跡 
 
源氏物語の中で、光源氏は「須磨」に居を定め、その後、「明石」では明石の入道の
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で夕方の風景を目にすることで回復し、新たな一歩を踏み出してゆく物語として読む
ことができる。そのことを心にとめて、京都北部の山や須磨や明石を訪れ、その風景を
見てみることは、現代に生きる私たちにも意味のあることではないだろうか。 
 
【注】 
1） 本文は大島本により、表記は適宜改めた。頁数は新潮日本古典集成。 
2） 同じ歌が『拾遺集』（巻 17、雑秋）に凡河内躬恒の作として見える。詞書は「右大
将定国家の屏風に」。 
3） 和歌の引用と番号は新編国歌大観による。表記は適宜改めた。 
4） この「須磨」で光源氏が描いた絵は、光源氏が都に召還され、政治的に再び勢力を
拡大している時に、「須磨の絵日記」として、宮中の「絵合わせ」に出され、光源
氏方を圧倒的勝利に導いている。 
 
(2017 年 12 月 18 日、生活美学研究所本年度関西文化研究会における講演に基づく) 
コーディネーター 武庫川女子大学文学部教授 管  宗 次 
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